
自転車道

枯れた松林：県で伐採
（海岸防災林再生）

袋井市静岡モデル防潮堤整備事業

「海岸防災林造成事業」との連携
市の「袋井市静岡モデル防潮堤整備事業」は海岸防災林の再整備を行う

県の「森の防潮堤づくり」と連携して実施。

健全な松林：市で伐採
（海岸防災林機能強化）

林帯を残す

「袋井市静岡モデル」全体事業概要

：県施工
生育基盤盛土工
防風工、植栽工

：市施工
砂丘造成盛土工

市施工：TP+10.0m 

県施工：TP+12.0m 

植栽工
自転車道

海岸保全区 保安林区域 ⺠地

▽ﾚﾍﾞﾙ2津波高 TP+10.0m 

▽ﾚﾍﾞﾙ1津波高 TP+ 5.0m

・整備延⻑ L=5.35ｋm
・整備期間 10年間（市施工：2014年度から2023年度まで）

12年間（県施工：2014年度から2025年度まで）
・施工土量 約83万ｍ3（市施工：砂丘造成盛土）

約47万ｍ3（県施工：生育基盤盛土）
・施工高さ 標高12ｍ（レベル２の津波高に対応）

【市施工：標高10ｍ 県施工：標高12ｍ】 ①湊東地区

③大野地区 ④中新田地区

：施工完了区間

【凡例】

盛土材の確保

▽
▽

磐田市 掛川市

完了区間（2014〜2025）総延⻑L=5.35km

①→ ←② ←③ ←④

袋井市

②同笠地区

※2025年６月完成

防潮堤の整備に必要な大量な土砂は、市内工業団地（豊沢・小笠山）の造成に伴う発生土
や県が実施する河川工事の発生土などを活用し、双方の工事費を抑えながら安定的に確保。
この結果、2014年から始まった防潮堤整備は、当初予定の工事期間を約５年短縮させ、

2025年６月に早期完成。

整備後の状況写真

≪整備前≫

≪整備後≫


